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未来に伝える山形の宝登録制度推進事業「最上川・五百川郷の宝物がたり」

朝日町の神社･御堂を巡る

「神･仏まいり ～其の参　北部編～」を開催します！
　町内の各集落には、神社・御堂等が数多く存在しており、建物
としても古く歴史のあるものや、信仰の対象として地区の祭事が
行なわれている所もあります。
　神社・御堂調査事業の最終年度となる今年は、北部地区を対象
に調査を進めており、下記日程で見学会を開催いたします。この
機会にぜひ訪れてみませんか？みなさまのご参加をお待ちしてお
ります。

日       時　１０月２８日（日）9：00 ～ 12：30
集合場所　朝日町エコミュージアムコアセンター「創遊館」エコルーム前（8：50 集合）
参  加  費　１，０００円（資料・保険代）
募集人数　２０人（※定員になり次第締め切らせていただきます。）
申込締切　１０月２４日（水）まで。　

　明治維新から 150 年がたち、「西郷どん」をはじめ、幕末の英雄物語や明治維新の
話がいろいろと取り上げられています。そのとき、都から遠く離れた朝日町ではどん
な動きがあったのでしょうか。
　志を遂げることなく亡くなった「白田外記秀則」という一人の人物の行動を取り上
げることにより、朝日町でもこの時代の「尊皇攘夷」の考えに共鳴し、行動をともに
した人たちがいたことを思い返してみます。
　その中で、明治維新や戊辰戦争を、自分たちの町の歴史として考える機会のヒント
にしたいと思います。

　シンポジウム　
　　「朝日町の戊辰戦争と白田外記秀則」10 時～ 12時
　現地見学会　　
　　白田内記・外記の町　大谷地区散策　12時 45分～ 14時 30分

日　時　平成 30 年 11 月 11 日（日）　午前 10 時～午後 14 時 30 分
場　所　大谷峯壇公民館（〒990-1304 山形県西村山郡朝日町大谷 1631）
参加費　１，０００円（資料代）　※昼食希望の方　別途５００円
定　員　３０人

明治維新 150 年「朝日町の勤王の志士白田外記」
シンポジウム＆見学会を開催します。

浮島稲荷神社（大沼）

※見学場所は現在選定中です。
約１０箇所の神社・御堂を巡る
予定です。
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